








1.はじめに

地域における障害児の保健・医療・福祉の包括化を考えるとき、どのような課題を持った

どのような障害児がどれだけいるのか、という把握がまず必要になる。更に子供は年齢と

共に発達をしそのニーズも変化していくので、どのような年齢の障害児が将来どのような

方向にむかおうとしているのかという時間経過を見通したニーズの把握の仕方も重要にな

ってくる。こうした分析事項は膨大な量にのぼるが、今回は報告者のセンターが存在する

東京都板橋区での、特に幼児期での包括療育の実態について調べてみたので報告する。


